
令和２年度 特別支援教育全体計画
新見市立新見第一中学校

○日本国憲法 学校教育目標
○教育基本法 ○生徒･保護者の

○学校教育法 はつらつと心豊かに 願い

○学習指導要領 たくましく生きる力の育成 ○生徒、学校、

○岡山県第 3 次特別支援 地域の実態

教育推進プラン 他

特別支援教育の目標
・障がいのある生徒に対し、一人ひとりの生徒の教育的ニーズを

把握して、学習や生活上の困難さの改善や克服に向けて適切な
教育支援を行い、自立と社会参加に向けた生きる力を育てる。

・インクルーシブ教育の推進により、人間の多様性を認め合い、
共に尊重し合う社会を実現するための力を育てる。

重点目標
・生徒や保護者の「困り感」に寄り添いながら、障がいのある生

徒が将来の社会生活に適応していけるよう、学習面や生活面で
の困難を克服し、自立した生活が送れるよう支援する。

・生徒実態把握を進め、綿密な計画・支援方法の工夫により、全
職員や関係機関との協力体制の下に実行・修正・再実行してい
く。

特別支援の視点を取り入れた 学級環境の整備 支援体制の充実
授業の工夫

○「分かる｣｢できる」授業 ○個の障がい特性に応じ ○校内委員会の活用
の実施 た学級づくり ・実態把握

・ ICT 機器を活用した授業 ○相互に支えあい助け合 ・個別の計画
づくり う学級づくり(通常学

・個のニーズに応じた指導 級) ○コーディネーターを
方法や板書の工夫 ○個の障がい特性に応じ 軸とする体制づくり

・個の支援だけでなく、通 た学級づくり ・担任の支援
常の学級で共に学ぶこと ○人間関係づくり ・校内での推進
の追求(共同学習) ・アセスメントシートを ・外部機関と連絡

活用した実態把握と支
○道徳・自立活動 援の在り方の検討 ○校内研修
・体験活動による指導を取 ・必要に応じて個別指導、 ・教職員の資質向上

り入れながら、基本的生 全体指導、Ｔ－Ｔ指導な ・知識を深める
活習慣や社会性の育成 ど、細かい計画を立て、

(通級による支援・指導) 参加の仕方や支援の方法 ○関係・専門機関との
を考える。 密接な関わり

・情報交換など

〔校内委員会・校内研修〕
月 活動内容 月 活動内容
４月 情報交換、支援の方針につい １０月 就学指導委員会に向けて情報交換

ての共通理解
５月 情報交換、障がいや特性につ １１月 情報交換、ケース会議

いての研修
７月 支援・指導計画の検討・修正 １月 情報交換
８月 障がいに関する理解と演習 ２月 支援活動の成果と課題のまとめ
９月 情報交換、その後の様子 ３月 個別の支援計画の確認



特別支援教育体制

生徒・保護者 教師の気づき 小学校

･生徒のつまづき ○学級担任・教科担任・その他 ・小中連絡
･保護者の困り感 不登校対策教室・SC・SSW ・授業参観

・学級や授業での気づき・観察 ・市研修所研修
・教育相談・アンケート
・アセスメントシートや心理検査
○養護教諭
・健康観察・保健室の様子

医療・福祉機関 公的関係機関

・医療機関 特別支援教育コーディネーター ・市教育委員会

・クリニック ・市特別支援センター

・NPO 法人 ・岡山県健康の森学園

・県総合教育センター

特別支援教育校内委員会
(就学指導委員会)

SC/SSW ケース会議

校長・教頭・教務主任・生徒指導主事
通級支援担当 学年主任・養護教諭・特別支援学級担任

特別支援教育コーデイネーター

特別な支援が必要な生徒の把握、必要とする支援の検討

職員会議 情報の共有・共通理解

特別支援教育の実践の場 成果と課題等の情報を発信

教育実践の場

通常学級での指導 特別支援学級での指導

・実態把握・情報収集 ・一人ひとりのニーズに応じた指導

・早期発見・早期支援 支援

・｢分かる｣｢できる｣授業の実践 交流学習 ・このニーズに応じた板書・指導法の

・互いの違いを認めあい、支えあう 工夫

授業の実践 ・進路をふまえた指導(学力の向上)

(共同学習、ユニバーサルデザイン) ・個別の教育支援計画・指導計画
・少人数指導・個別指導による の作成

学力の向上

通級学級による支援



令和２年度 特別支援教育の進め方

１ ねらい
・全職員が支援の必要な生徒について理解し、共通の理解のもとに、学校全体
で支援体制をとれるようにする。

・支援の必要な生徒について、校内委員会を中心に個別の支援計画・指導計画
（支援方法や支援体制の計画）を立て、支援していく。

２ 方法
（１）校内研修

・生徒理解会議（４月、５月、９月、１月）
・生徒の実態把握と支援の手立てについての検討

（２）特別支援校内委員会(就学指導委員会)
・委員：校長、教頭、教務、生徒指導主事、養護教諭、特別支援担当、

特別支援コーディネーター、各学年主任（必要に応じて該当生徒の
学級担任）

・個別の教育支援計画、指導計画の作成→実施→修正→評価
・将来を見通した早めの進路指導

（３）ケース会議（場合により専門機関・保護者を含めて）
・１０年先を見通して、早めの進路指導
・保護者の気持ちを受け止め、共に支援方法を考え、保護者への支援体制
をつくる。

（４）関係機関との連絡・調整
・特別支援コーディネーターを中心に連携をとる。
・自立支援については、新見市特別教育支援センターと連携を図り、通級

指導を進めていく。

（５）特別支援コーディネーターの役割
① 校内委員会の推進
② 保護者に対する相談窓口
③ 学級担任への支援
④ 関係教員(養護教諭・生徒指導主事・スクールカウンセラー・スクー

ル・ソーシャル・ワーカー)との連携
⑤ 外部関係機関や医療・福祉機関との連携

( 岡山県健康の森学園、新見市特別支援教育支援センター 新見市教育委員会

各小学校 各高等学校 医療機関 NPO 法人 保健師 他 )

３ その他
・障がいという言葉にとらわれず、生徒の「困り感」にたっての支援をする。
・どの生徒も安心して過ごせる学級づくりをしていく。（環境づくり）
・誰にでもわかる授業づくりを工夫する。(授業のユニバーサルデザイン化)
・校内研修や情報交換などを通して理解を深め、全員で支援できる体制づくり
を進める。



令和２年度 特別活動全体計画   
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・日本国憲法 

・教育基本法 

・学校教育法 

・学習指導要領 

 

 

 

 

学 校 数 育 目 標  

 

 

 

・生徒の実態 

・時代の背景 

・保護者、地域の願い 

 

 

 は つ ら つ と 心 豊 か に         

      たくましく生きる力の育成 

 

 

 

 

 

 

 

特 別 活 動 の 目 標 

1 望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図る。 

2 望ましい人間関係を形成し、集団の一員としてよりよい生活を築こうとす 

  る自主的、実践的な態度を育てる。 

3 人間としての生き方についての自覚を深め、自己を生かす能力を養う。 

 

 

特 別 活 動 重 点 目 標 

第１学年 第２学年 第３学年 

・中学生としてのあり方や生活を理解  

  し、 自主的な生活態度の基礎を養

う。 

・自己を見つめ、自己の役割を責任を持 

 って果たし、よりよい自分にしようと 

 する態度を育てる。 

・人間関係を深め、共に助け合って課題 

 を解決しようとする態度を育てる。 

 

・集団生活のあり方や意義をよく理解し、 

 実践に移す態度を育てる。 

・よりよい人間関係を確立するための対話 

 や協力の重要性を理解するとともに、人 

 間としてのあり方を考えさせる。 

 

 

 

・充実した学校生活を過ごすとともに、 

  それぞれの個性に応じた進路の選択が 

  できるようにする。 

・集団生活の中で、自己を生かす能力を 

  養う。 

・人間としての生き方についての自覚を 

  深め、進路の適切な選択に必要な能力 

  の育成を図る。 

 

  

総合的な学習の時間  

 

 

 

 

 

 

 

教科の目標  

 

 

 

 

 

 

 

道徳教育の目標 

・本校の創意工夫を生かした交流・体験 

  学習を通して、自己の生き方について 

  の自覚を深め、よりよい進路を実現し 

  ていこうとする態度を養う。 

・日本の伝統や文化に対する理解と誇り 

を育てるとともに、諸外国の文化に対 

する理解と、これを尊重する態度を育 

てる。 

・情報の集め方、調べ方、まとめ方、報 

告や発表・討論の仕方などの学び方や、 

相手の立場を尊重しながら自己を表現 

することのできる力を身につけさせる。 

・問題の解決や探求活動に、試行錯誤を 

繰り返しながら、主体的、創造的に取 り

組む態度を育成する。 

・自己評価や相互評価を生かした自己評 

価力を育成する。 

・各学習指導要領に示している、すべての 

児童生徒に指導する内容等を確実に指導 

し、基礎・基本として定着させる。 

・論理的思考力・表現力やコミュニケーシ 

ョン能力を高める。 

・総合的な学習の時間との関連を図りなが 

ら、生徒の学力を高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・望ましい生活習慣を身につけさせる。 

・相手の個性や立場に立って感謝する心 

思いやりの心を育てる。 

・自然を愛し、感動する心を育てる。 

・自主的に集団や社会に奉仕する心を育 

てる。 

 

〈道徳の時間の指導〉 

・道徳的実践力を育成する。（道徳的心 

情、道徳的判断力、道徳的実践意欲と 

態度） 

・人間としての生き方について生徒とと 

もに考え、探求する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

学級活動  

 

 

 

 

 

 

生徒会活動  

 

 

 

 

 

 

学校行事 

・一人ひとりが、自分の役割と責任を自 

覚し、協力して学級や学校の生活の充 

実や向上を図ることにより、集団の一 

員としての健全な生活態度を育てる。 

 

 具体的に 

 (学級の活動・学習の取り組みなど) 

・学級委員を中心に、係活動や当番活動 

等の学級会活動を充実させる。 

・朝の会や帰りの会を工夫し、学級の特 

色を生かす。 

・生活ノートや相談活動により、生徒理 

解に努める。 

・生徒会活動に進んで参加し、協力して豊 

かな学校生活を築くために、よりよい校 

風づくりと集団生活の向上に尽くす態度 

を育てる。 

 

 具体的に 

 (人権集会・生徒総会など) 

・生徒が自主的で創造的に活動できるよう 

援助する。 

・全員参加により、自己及び集団の資質を 

高めようという意識をもって、活動でき 

るよう援助する。 

 

・豊かな体験的活動を通して、学校生活 

に秩序と変化を与え、集団への所属感 

を深め、心身の調和的発達や個性の伸 

長を図る。 

 

 具体的に 

 (宿泊的行事・運動会・文化祭など) 

・誰もがどこかで主役になれる行事にな 

るよう、工夫する。 

・日常の学習活動を総合的に発展させる 

とともに、体験的な活動を通して、学 

校生活をより豊かにさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


